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法政大学出版局◉2022年書物復権復刊書目決定‼

毎年恒例の〈書物復権〉共同復刊、2022 年は第26 回を数えます。復刊の候補にあがったのは155 点157 冊と、充実したリストをそろえるこ
とができました。参加各社がそれぞれの出版の歴史のなかで、この後も読者に届けたいと考えている各分野の基本書です。

部数帖合・番線 法政大学出版局　2022年5月19日配本　定価3520円（本体3200円＋税） A5判上製・282頁
W.シヴェルブシュ 著／加藤二郎 訳 

鉄道旅行の歴史 〈新装版〉　19世紀における　空間と時間の工業化  ISBN978-4-588-27647-7 C0022

鉄道旅行を産業革命の市民的体験としてとらえた19世紀の旅の思想史。その生み出した時間・空間概念の変貌
を語り、ヨーロッパと米国の鉄道の違いを技術・経済・国民性の側面から解明。さらに鉄道事故が精神医学および
法律に与えた影響を説き、駅舎建築を都市の構造と機能の観点から検討する。

 【歴史】
◉2022年書物復権復刊書目決定‼

部数帖合・番線 法政大学出版局　2022年5月19日配本　定価7920円（本体7200円＋税） 四六判上製・750頁
R.ジラール 著／小池健男 訳 《叢書・ウニベルシタス134》

世の初めから隠されていること 〈新装版〉　　　  ISBN978-4-588-14003-7 C1338

前著『暴力と聖なるもの』において、すべての社会秩序は根源的な暴力にもとづくことを解き明かして新しい人類
学の基礎を構築したジラールが、その直観を西欧の神話の壮大な集録「聖書」に展開。批判的かつ革命的に読み
直しつつ人類の最も遠く最も古い秘密を探り出す。〈ペイパル・マフィア〉のピーター・ティールにも多大な影響を与
えた書物としてビジネス界でも注目されています！ 【哲学・思想】【ビジネス】

◉2022年書物復権復刊書目決定‼

部数帖合・番線 法政大学出版局　2022年5月19日配本　定価7150円（本体6500円＋税） 四六判上製・558頁
P.リクール 著／久米 博 訳 《叢書・ウニベルシタス530》

他者のような自己自身 〈新装版〉   ISBN978-4-588-09919-9 C1310

解釈学的現象学の方法論によって言語の創造性を探求してきたリクールの、〈倫理への回帰〉を示す思索。ハイデ
ガーやアーレントの発する〈誰が〉の問いに答えるべく〈自己の解釈学〉を三つの段階──分析を経由する反省、自
己性と同一性の弁証法、自己性と他者性の弁証法によって構築し、自己の中心に他者が現前することを明らかにし
つつ、著者独自の主体の哲学の再建を目指す。 【哲学・思想】
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部数帖合・番線 法政大学出版局　2022年5月19日配本　定価5940円（本体5400円＋税） 四六判上製・506頁
E.レヴィナス 著／佐藤真理人、桑野耕三 訳 《叢書・ウニベルシタス357》

フッサール現象学の直観理論 〈新装版〉　 ISBN978-4-588-14068-6 C1310

「私はレヴィナスによって現象学に導かれた」（サルトル）。フッサールの現象学的哲学の基本諸概念をフランスに
初めて紹介し、現象学的思索の視野を拡大し、さらに現象学を乗り超えんとして現代思想に多大な刺激と影響を
与えたレヴィナスの思考の原点。フランスの現象学運動の方向を決定づけた歴史的な書。

  【哲学・思想】
◉2022年書物復権復刊書目決定‼� ※今回の重版で ISBNコードと定価が変わりました。

部数帖合・番線 法政大学出版局　2022年5月19日配本　定価4950円（本体4500円＋税） 四六判上製・422頁
Th.W.アドルノ 著／三光長治 訳 《叢書・ウニベルシタス87》

ミニマ・モラリア 〈新装版〉 傷ついた生活裡の省察  ISBN978-4-588-09915-1 C1310

現代文明に無惨にも蚕食された個人生活の隠微な局面、あるいは個人との関わりにおいて捉えられた人生百般や
文化の諸領域に深く立ち入り、鋭敏な感受性と強靭な思考力が一体化して紡ぎ出した批判的省察。習慣や身振
り、趣味や知的営為など、日常生活と身辺の表層からマスメディアや大衆文化、思索と表現の現代的問題性を追
究する。アドルノ哲学の真髄を示す150篇からなるアフォリズムの集成。 【哲学・思想】
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